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第 60 回近畿知的障害者福祉大会(近畿大会)が開催されました 

 

今年の近畿大会は、東大阪市で行われ、京都からは 10 名が参加しました。密を避け 

るため、検温、消毒、マスクの着用はもちろん、新しい、立派な会館を贅沢に使い、席 

を十分に離すなど、万全の感染対策が取られていました。 

大会では東大阪出身のドラマー、酒井響希(ひびき)さんのお話や演奏、ご家族のお話 

を伺いました。酒井さんは現在、中学 3 年生ですが、2 歳の時、病気で両眼摘出手術を 

受けられました。手術を受ける前に母の康子(やすこ)さんが「ママの顔をよう見ておき 

や」といって送り出したエピソードがとても印象に残りました。 

響希さんは、東京オリンピックの開会式やパラリンピックの閉会式でも演奏を披露さ 

れています。YOSHIKI や元スマップのメンバーとも親交があり、将来は世界を代表する 

ドラマーになると期待されています。 

 続いて、久保会長から一般社団法人となって 2 年を迎えた全育連の現状や今後のこと 

についてお話がありました。 

 久保会長は、今後の全育連について、まず、事務局の強化を進めていくと述べられま 

した。その一環として又村あおいさんを事務局長として迎えたほか、「手をつなぐ」の 

編集者である室津さんを職員として採用したことも報告されました。今後、東京、滋賀 

の事務局の強化にも取り組んでいくとのことです。 

 次に財政強化については、大企業を回り資金や物資の提供を求めていくこと、それを 

連合会にプールするのではなく、支部に配分すること、会員からの分担金はアップしな 

いことも述べられました。その他、リモート会議の更なる前進、研修の充実などに取り 

組んでいくことも述べられました。 

 最後に育成会活動については、引き継ぐ事業と変えていく事業を区分けする必要があ 

ること、若い人の意見を取り入れる大切さ、新たな会員を心からサポートすることの重 

要性を述べられました。 

 最後に頑張ってくれる役員は貴重な存在ではあるが、皆から頼りにされることで、新 

たな人材が育たない弊害を生むことになる、人事の活性化のために世代交代が必要と、 

今回で引退される意思を改めて示されました。 
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令和 3 年 8 月の大雨による災害にかかる義援金の募集について 

 

本年 8 月に発生した大雨により、静岡県熱海市をはじめ、島根県や佐賀県でも大きな被害が発

生しました。お亡くなりになられた方々や被害を受けられた方々に対し、心からお悔やみ申し上

げます。 

全国手をつなぐ育成会連合会では、全国の会員に対しこれらの方々への義援金を募集していま

す。応じていただける方につきましては、本部に義援金箱を用意いたしましたので、そこに直接

にお入れいただくか、支部役員にお預けいただくか、いずれかでご対応をお願いします。 

支部役員におかれましては、支部で義援金を取りまとめ、本部までお届けいただければ幸いで

す。 

募集期間は、令和 3 年 12 月 24 日(金)までとなっております。 

皆様のご協力をお願いします。 

 

 

 
 

 

～～～ ９月青年学級だより ～～～ 

 

秋本番、朝夕は過ごしやすくなって参りました。 

新型コロナワクチン接種も進み、9 月末日で緊急事態宣言も解除になり、このまま終息に向かっ

てくれればと願うばかりです。 

楽しみにしていた親睦大運動会も、プログラム配布前日に中止となりました。2 年続けて幻の

運動会となり大変残念でした。 

日曜教室も 8 月、9 月と 2 ヶ月間お休みになり、行動が制限され、かなりストレスがたまって

いるのでは？と思っております。 

10 月は 9 月の予定を繰り下げて、音楽①で皆さんのストレス解消。（音楽療法の効果がある

と思っております。・・・ただ音楽を楽しむだけではなく、受けた人がより生活しやすくなるよ

うに、問題や状態の改善を・・・）少しでも早く日常のペースを取り戻してくれれば幸いです。 

11 月にはスポーツ大会（ボウリング大会）を行います。 

申し込みがまだの人は、至急ひかり学園へ申し込んで下さい。（今回は色々な賞を企画してお 

ります）  

大勢の方の参加をお待ちしております。 

       

  青年学級担当理事 小谷・上田 
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～苦しみを自分で乗り越えた我が息子 たかお～ 

伏見支部 藤村 扶美代 

 
先日、役員会で、電車の中で女性の手を触ったとかで警察に連れていかれた方の事が話題にな

りました。その方は異性という感情はなく、ヘルパーさんと手をつなぐ日常だったようです。

「子供をいつまでも小さい子供扱いしてしまう」という発言があり、同意する方が何人かいらっ

しゃいました。 

いつも思います。 

小さい子供扱いするという事はその方の人格を尊重していないという事では無いでしょうか?  

大人対大人の対応ではそのようなことはないと思います。振り返って、我が家のことを考えてみ

ました。我が家の場合、私が働いていたので、たかおに小さい下の子の子守をしてもらわなけれ

ばならなかったのです。戦力です。 

10 歳離れて 3 番目を、13 歳離れて 4 番目を産み、私が働いて生活費を稼ぐ日々。保育園に

迎えに行って夕飯を食べさせる。必要ならオムツを替える。長男がやってきたのを見ていたの

で、たかおも自然にやっていました。たかおが社会人になってからは 3 番目が 4 番目の面倒をみ

ていました。 

子供たちの助け合いのおかげで、私は働き続けることが出来ました。感謝しています。 

しかし下の子供たちが学校へ通いだして字を覚えてくると、たかおの葛藤がはじまりました。 

世話をしてきた弟妹が自分より賢くなっていく、取り残される不安から、髪の毛を抜くという自

傷行為が顕れました。何もしてやれない母親、私もつらい日々でした。 

長い時間だったのか短い時間だったのか忘れてしまいましたが、たかおはその苦しみを自分で

乗り越えたのです。 

いつの間にか、わからないことは弟妹に聞く、弟妹もたかおを兄として 

尊敬しているという良い関係が出来上がりました。 

我が家はたかおを子供扱いしている余裕がなかったのです。 

今は結婚したお兄ちゃん夫婦が時々遊びに連れてくれます。 

妹も結婚して二人の小さな甥と姪が夏休みに遊びに来ます。 

来ると、全身で遊んでやるので「たか兄おじちゃん」と慕ってくれます。 

私は体力がないのでできません。 

妹もたかおに子供を任せて、ほんの少しほっこりできます。 
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   学びのコーナー(8)        「 しょうがい」の表記について 

 

 

「しょうがい」というと、「障害」「障碍」「障がい」の表記が一般的に使われていますが、

果たしてどの表記が正しいのでしょうか。この問題は以前からも議論されており、「古くて新し

い問題」と言えそうです。東京オリンピック・パラリンピックの開催を前に放送用語委員会のな

かで、障害者団体等のアンケート調査を踏まえて、学識経験者などで熱心な議論をされておりま

すので、ご紹介します。 

1 障害 

    障害者団体へのアンケート調査で最も評価された表記です。評価されるポイントは機能障害 

を持つ人の社会的な不利は、社会のバリア(障壁)によって生じるものであり、その点を象徴す

る表記である、というものです。 

  その他、日本における歴史的な流れ、法律等で使用されているから、という理由もありま 

 す。しかし、「害」という字にはやはり、障害者自体が「害」というイメージがつきまとい、 

どうしても引っかかるという意見もあるようです。 

2 障碍 

  仏教用語で、古くは「しょうげ」と読まれていましたが、明治以降、「しょうがい」と読ま 

れるようになりました。今でもパソコンで「しょうがい」と打てば、この字に変換されること 

があります。その意味は、物事の成立や進行の邪魔をするものというものであり、「障害」 

と同じ意味を持つものですが、「当用漢字表」や「法令用語例」などで「障害」が採用される 

ようになり、徐々に使われなくなってきました。 

3 障がい 

  この表記は、一見「害」のマイナスイメージを和らげるように見えますが、あいまいで、障 

害の本質をずらすだけで意味がないという意見や、かえって障害者が抱えている課題が見えて 

こないといった厳しい意見も出されました。 

様々な意見が出されたのち、この委員会では、「「障害」を原則とすること。必要に応じて 

「障がい」を用いることが出来ること。そして、固有名については、「障がい」、「障碍」を

用いることができること」という結論に至りました。 

そして社会の実情に応じて、不断の見直しを行うとしています。 

以上の議論をみてきましたが、表記は大切であり、今後も議論を進めていただきたいと思います

が、障害に対する正しい知識と理解が背景になければ、表記をいくら工夫しても根本的な解決に

はつながらないということでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

賛助会員にお申込み頂き心より感謝申し上げます（敬称略） 

    植田 朋子  植田 善博  
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                                         (8)      昭和 32 年第 4 号 

- 機関誌「いくせい」が伝えてきたこと – 

  昭和 32 年に入りました。機関誌「いくせい」第 4 号では、全市学童詩コンクールの様子を 

皆山中学校の藤波高先生が伝えられています。 

 同コンクールへは、特別学級や普通学級から約 3,000 編の応募があり、うち 30 篇が「秀

作」に選ばれています。 

 そのうち、2 編が特別学級の児童の作品であったことに藤波先生は大いに驚きました。そのこ

とを次のように述べています。 

   

 社会生活の狭い彼らの作品は、それ故に少ない語彙から、作品の表現する言葉も幼稚で、

内容の掘り下げも浅かったけれども、その底に流れる彼等の純美な詩情は、普通学級の生徒

達の作品に決して劣るところはなかった。 

(中略) 

 これらの作品は、何れも国語の時間に指導して出来た作品から選んだものであって殆んど

私が手を加えていなかっただけに、私の喜びは大きかった。 

  

  先生の驚きと喜びが伝わってくる感想です。純美な詩情という表現はさすがです。ここでそ

の 2 編を紹介します。  

 

   この二人は、全校生徒の前で校長先生から表彰を受ける予定だったのですが、「他にも出した

(応募)人いるのに、僕等だけがみんなの前で表彰されるのはこっけいや」と校長先生と教頭先生

に表彰式をやめるよう、直談判したそうです。  

しかし、その時点では全校生徒にすでに伝えられていた、という後日談があったようです。 

 それにしても当時は、本人が出る記事には実名ととともにⅠＱも表記されている場合が多いの 

には驚きます。何の意図があったのでしょうか。現在の常識では考えられないことです。 

 

 

僕のお母ちゃん 

1 年生男子(ⅠＱ60) 

 おかあちゃん 仕事きばりや 

 くず買いかて僕はええのや 

 体だいじにしてな 

 はよややこ生んでな 

 僕のおかあちゃん 

すてねこ 

3 年生男子 (ⅠＱ58) 

ふろのかえり道 

ねこの鳴き声を聞いた 

暗い そかい池の 草の中に 

小さなきれめのない声が 

風に吹かれて ふるえていた 
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[無料電話・メール相談等本部受付件数]  

≪9 月 相 談 件 数≫  

 法律 1 件  療育 2 件   

その他 7 件 弁護士 3 件 

  

令和 3 年の法律相談  9:30～12:30      

１１月６日（土）  担当弁護士 舟木 浩 氏 

１１月１８日（木） 担当弁護士 梅田 正樹 氏 

  

当番の相談員もいます。お気軽にお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 京親協コンサート 

♪ と き   令和 3 年１２月 6 日（月） 午後１時３０分から３時３０分 

                        （開場は午後０時４５分） 

♪ ところ   京都テルサ テルサホール（西館１階） 京都市南区新町通九条下ル 

♪ 主 催   京都障害児者親の会協議会 

♪ 演 奏   アンサンブル・ハーティブリッジ 

        （『障がいをもつ方々へ、そして一緒に楽しみたい方々へ』 

         夏休み親子コンサートを２００５年から毎年開催している、総勢７名の 

         音楽家の皆さん） 

♪ 参加費   無料 

♪ 申込み   育成会事務局☎３２２－１０７０にお申込み下さい。１１月 2 日（火）〆切 

 

 

【１１月 活動計画】 

 

 

 

 

 

         

 

 

【支部だより】 

 

 

 

 

 
6  理事会 法律相談 

７   青年学級（ボウリング） 

11     コールいくせい練習 

16     文化委員会 

17     支部長会  

21     青年学級（ボウリング）      

25     コールいくせい練習 

 

 

 

   

11/21  右京 日新労組様とのバスツアー （伏見十石舟遊覧と漬物ぬかづけ体験） 


